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１、大雨時の状況

①近年7月から9月頃までに集中型大雨が多くなってきている。

②1時間に15ｍｍ以上の雨が局部的に降ることによって、市内に降った雨水が一気に汚水管
に入る。

③この急激な流入水により、花川南中継ポンプ場は一気に水位が高くなり、地下の機械設備
が浸水を避ける為、流入ゲートが自動遮断する仕組みになっている。

④汚水本管は滞留状態となり、一般住宅におかれては、トイレや台所の汚水が流れにくい現
象が発生する。
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平成２８年８月２０日の降水量

気象庁 手稲山口観測所 気象庁 石狩生振観測所

１時間あたり約25ミリから30ミリの雨が２時間近く降った。

最寄の気象観測所の降水量
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汚水が滞留しやすい地区
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②満水になった汚水マ
ンホール

③汚水をくみ上げて北ポンプ場
へ運ぶ作業

①通常のマンホール

A地区 大雨直後の花川南2条4丁目

緊急対応として、汚泥吸引車にてくみ上げ作業にあたってきて
いる。
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①満水になった汚水マンホール ②汚水をくみ上げて樽川ポンプ場へ運ぶ
作業

Ｂ地区 大雨時の花川南８条２丁目

汚水本管は満水状態となり、一般住宅におかれてはトイレ
や、台所の水が流れにくい現象が発生する。
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断面図
①通常時の水位 ②満水時の水位
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２、汚水が多くなる原因

①建物や敷地内からの排出される排水管の誤接続が考
えられる。

誤接続とは・・・・

汚水管へ雨水管を接続していることを言います。
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誤接続例の断面図

マンホール トラフ

公共桝 宅地桝

誤接続

雨水

8



9



３、誤接続調査業務委託の実施

・屋根ダクト排水、融雪槽、敷地内排水がある家が対象

①音響試験

②注水試験

③目視
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調査方法
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誤接続調査実施と計画図面
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誤接続調査結果
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